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序   

前原・有は「貌志倭人伝」に登場する「伊都国」の地として知られております。規正では、政令指定都巾であ  

る福岡苗の西隣に位置しており、この宜地条件の良さに加え、交通アクセスの改再により福岡都■け剛こおける  

ベッドタウンとして発展し続けています。   

今回、概要を報告する潤地頭給遺跡の発掘調否は、‥1■内の児童数の士別＝こ伴って計画された前原市立東風小  

学校の建設に先立って行われたものです。遺跡からは、九州で初の発見となり、訓査当時、新聞紙上やテレビ、  

ラジオなどで大きく報道された二川三工房をはじめ、弥fl三崎代から中l牡に至る大規模な集落の存在が確認されて  

おり、当地が萌要な拠点として栄え続けていた事実が明らかとなりました。   

本書は、本報告に先立ち、コンテナ数で2，000相を超える膨大なJLH二道物や遺構などの資料の中から特に萌  

要なものを拙出し、まとめたものであり、本市の歴史を理解する上でお役立て頂ければ幸いです。   

最後になりましたが、調剤こご協力とこ理解、ご肋言を］頁きました皆様に感謝申し上げます。   

平成17年3月31口  

l相原l甘教育委員会  

教育長 菊  竹 利 嗣  

例 言  
1・福引ま平ノ則4～15年度に栢剛詩前原市大‘す潤字地頭給にて実施したナl一封地頭給遺跡の発掘調査朝潮である。  

2・本書の執筆と山⊥適物の実測は前原市教育部文化課の壬Ⅲ乎通利と江崎滑降が行い、緬i張は辛［野が行った。なお、tI」メ2   

号木志士坑鞘の実測は牟田郡代子、イr剣実測は山崎観代子が行い、執筆分担   

については文末に打朗さFきで記入してい る。  

3・現場における空中写貢の撮影および各調査区の合成作業は（有）空中写員   

企画に委託した。  

4・挿l窒lの矧肇l作業は木益虫奈美が行い、イラストについては勝野さゆりが捕   

画および着色を行った。  

5・過構とJL†⊥遺物の写真掘捌こついては基本的に江野と渕l舶i行ったが、準   

構造舶や鏡、勾二に等の過物の一部については フォトハウスOKA（代表 岡   

紀久夫）に委託した。  

6・Il区1号木荒土坑墓の実測は九州大学大学院教授の・l・桶孝博氏、人世の取り上げについては耐剛1丁根城文化財調査セン   

ターの比佐陽→郎氏と片多雅樹氏にこ指導頂し－た。心より感謝いたします。  

7・本書の紺矧大」容は資料の整理途中での認識であり 、今後、整理が進んだ段階で修正を加えることもある。あらかじめご   

了承いただきたい。  

目 次  
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（1）調査の契機と経過 （2）遺跡の位置と環境  （1）竪穴住居 （2）金鋼製剣装具  

2．遺跡の  8．弥生時代の基  
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（1）玉作工房（2）屋外土坑（3）使用石材と工貝  9．古墳時代の墓  

4．  （1）木蓋土坑墓 （2）人骨の取り上げ  

（1）井戸 （2）準構造船部材  10．おわりに  ・・…・…・ 32   

5．祭祀土坑  
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潤地頭拾遺跡 主要道桶全体図   



潤地頭拾遺跡の地形略図（1／4000）  
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凡例  
一工房域  

一弥生時代の璽棺登城   
一弥生時代の居住域   
lエ房の可能性のある竪穴住居   
15⊂後半～6c前半の竪穴住居   
：弥生時代中期後半の溝  
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大溝（弥生時代中期）  1号住居  
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（最上段）ll区南側の工房のようす   

（左）l－E区南側の工房のようす   

（右上）＝－E区北側の工房のようす  

それぞれ工房群の東、西、南部のようす。   
工房を中心として溝を掘り、今に向かって排水を  
行っているようすがよく分かる（→P．19）  

－4－   



；
竺
止
r
 
工
∴
【
 
鵬
 
 

▲
l
 
 

（右）トE区   

1号住居のようす   
住居の中からは作業台  
やハンマーなどの玉の製  

作時に使用する工具、碧玉  
・水晶・蛇紋岩などの玉原  
石等が一式出土している。  
かつては多彩な玉を製作  
した工房であったと考え  
られる。（∵刷が下の写真の範  

囲）  

（下）住居内の南西隅から  
出土した玉作の工具   
住居の隅からハンマー  
として使用した「叩き石」  
が2個同時に並んで出土  
した。  

l   



（上）水晶の屋外作業用土坑のようす   
退lリほたはl「‾l色の椒片が水■lnllでイ「下の2貢が砥イl▲、れ端iIll火の  

1ノ∴・こがIll」きイl■。．ト作の作業後にいらなくなった：l∴異や破ノーl■▲を州めた  

穴であろう。  
（→l⊃．20）   

（右）屋内と屋外に掘られた作業用土坑のようす  
／■二奥が水l■百■lの局外作業川二Lル■〔。小火の上抗はl牲人件鳳の昧に肘ら  

れた上坑で、Il■lから偶の入った砥れや鉄製コニ臭が数多くr11＿卜してい  
る。   

（下）筈玉の屋外作業用土坑のようす   
イ砥イ「のノl二下に散らばる保線色の破片が、管二【‡の原材料になる砦‡に。   
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準構造船材（→P．23）   

奥が舶先方向で手前が船尾部分。左側の一枚板は舷側板。  

準構造船の断面を復元したようす  
（日本財団図書館 船の科学館ものしり  
シート準構造船断面図より一部改変）   

－10－  



準構造船の材木を再利用した井戸   
発1山l、■f、叩りl唯j造船の用冊はノ＝「の外什となっていた，船と  

しての緑川を拾えた1；」木をIli利川したもぴ）であろう なお、  
このノlリ「の小か一うは人；ltのl・．侶が＝上しており（11迂卜段のりj：  

L■り、」＝「の州め涙しに作って矧Iiuを子」：った時に満とし込ん  

だものと考え一うれるL∧ト1⊃21）  

－11－   



（最上段）弥生時代の大溝   
弥′l川、fイじの集落の両肌を′JこすとキえJうれ、にさ約5（）」11に渡  

って裾られている‖ト・P．25）   

（2段目左上）西側落ち込み部分での祭示巳のようす   
底に穴をl川けたH廿が人将に州l・．するなど、粕蛛な遺物か  

しl＼ソニつ．，   

（2段目右上）大溝の断面   

（左上）金網製剣装具卜・l⊃．27）   

（右上）古墳時代の竪穴住居のようす仁り⊃．2（；）   
ノ「▼二川の什ノデー仙から詐沌■相川」ミとと1‾1力川＝卜した〔，   

（右）金鎚の出土したようす  

一12一   
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（最上段）嗣の腕輪（調釧）を副葬した299号空相のようすトlこ）．27）   

（左上）銅訓が出土したようす（右上）鋼釧の持合写真  

（左端）石剣の切先が出土した195号空相ト・l－27）  
」Hレ））lこかイl■科レ＝l＝1したト‘／二i■′■   

（左）195号空相内から石剣が出土したようす   
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子供用と大人用の2茎の木蓋土坑墓が並んで発見されたようす仁一P∴う（））  

（上）大人の頭骨の上から鉄紡が出土したようす   
猷紬はもともと水苔の＿い二制排していたと比しわれる‖1‖月を緑て苦か朽  

ち、鉄蛾が相関に落ち込んだものてあろう〔，  

」6－   



1．はじめに  査は翌、平成15年1月15日～平成16年3月19日の  

およそ1年2ケ月をかけて実施した。   

調査は小学校建設予定地内を4つの調査区に分割し、  

これに工事用仮設道路敷き部分の1つを加えて計5  

工区とした。基本的に南側．に位置するⅢ、Ⅳ区の運  

動場予定地については全掘せず、内容を確認するに  

止めた。中でも、大帝や東側落ち込み部での祭祀跡  

等の重要遺構については規模を確認するためのトレ  

ンチによる断ち割り調査を実施し、現地保存とする  

ことにした。また、北側に位置するⅠ、ⅠⅠ区につい  

ては建築物による掘削を受けると想定される微高地  

上について全面調査を行い、谷部分については現状  

保存とした。残るV区については、東側の遺構が存  

在する部分に限定し調査を行った。   

なお、調査面積は全城に当たる40，000rぱのうち、  

谷部などの保存部分を除いた約半分に当たる  

（1）調査の契機と経過   

潤地頭給遺跡は福岡県前原市大字潤字地頭給地内  

に所在する。調査は前原市内の前原・波多江両小学  

校の児童数の増加に伴って策定された分離校建設の  

開発計画に端を発する。当該地は周知の文化財包蔵  

地である潤遺跡群内に含まれており、周辺には国史  

跡の「志登支石墓群」をはじめとする重要な遺跡が  

分布している。このことから、調査以前にも重要な  

遺構の埋蔵が想定される場所であった。   

平成14年7月に調査区内の遺構の状況と内容を知  

るために約1ケ月間をかけて全域を対象とした試掘  

調査を行った。この結果、弥生時代前期末～中世に  

かけての複合遺跡であることが判明し、遺構が濃密  

に分布している状況と旧地形が複雑に入り組んでい  

る様子を窺い知ることができた。これを受けて本調  22，000njである。  

1‘・「 11  

l  

巨  l  

乳
∵
 
 

1
h
．
■
 
 

刷叩抽   

ト●、■  ‥ 、、． し  
十－、  

■l 
lノ  

FJl’  

｝  ．，1．二…．．ぷ据           ふ          －・－Y一・■●■－  －  
l  ＝J l・rr・」－て1・  

＼     リ∴∴F …11・・  

．「 ‾－∴’ 
・ 、  

． 

：－、、、．－  

＼ 千川L】 ∴  

】  

■
 
 

酸脂軽胡∴  

、
い
－
 
 

t
て
∵
 
 

1
 
 
●
 
 

「
■
■
1
－
－
－
■
 
 

・
 ∫
 
 ■て  l‾  √   

，
，
、
 
 

－
J
 

′
 
 
 
■
－
】
 
 
 

■
 
 
 
▲
 
、
 
 
「
L
 
 

∴
 
・
・
 
 

一
 
 

一1了．こ：  ナ
ー
ー
√
ヽ
 
 

ミ・イ・l  

－l■■」  

ヽ●■ご －  

「  ■・一t一・▼・  

r
l
ノ
L
㌧
∴
↑
 
 

h
ノ
 
 

・
ノ
∵
1
・
＝
●
 

．
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
 
 

r▼      l【こ・T  
㌧
叫
▲
1
 
 

い
 
 

ll● ㌧l  

’－  

・・－  手法い吋一■、．  
「  ■

 
 

1
」
㍉
‥
 
「
，
 
．
」
・
－
h
 
 

・
・
 

㌧
4
 
′
 
 〔   一‾   ㌧】   

■
・
1
 
▼
＼
 
 

一
」
 
㌧
．
 
立
r
・
」
一
■
 
．
 
 

l  

‾′   、、  正∵  ＿ ′
」
 
 ゾ

●
 

・
、
ノ
 

1
卜
．
い
‥
い
ぃ
ハ
」
l
 
 

ヽ
．
 
 

．
一
い
。
 
 
 
 
一
 

■
■
 
 

．
 
1
、
・
、
「
 
 

一
 
 
ヽ
 
 

●27  
●
■
丁
、
 
 

／
 

．
．
 

．
い
 
 

、
 
 

．
・
 
 

・・－：こl・ 

．・∴  
、 ■ヽ    ■ ■－ ■  ノノ 

丁こ」 
∵
 
 

■＼、  

こ宮＼  

2．5kr11  

・  
′∴   ・＝  ＿】L  

1．潤地頭袷通脚 2．渦中l町遺跡 3澗削祉古風 4．渦壱丁闇遺跡 5．油遮跡椰 6．志萱支石基椰 7ト志豊松本追跡 8・志登遺跡畔  
9．御迫美川「古墳10．泊大塚古墳11．泊追跡肺12．緋利崎柿現古墳13．後lコ古墳】4．稲葉古墳15．珊志遺跡群16」二IllT向原追跡  
17．北本】ll一遇跡押18」ヒ新地遺跡肝19．筒井町遺跡群 20．我浦適跡椰 21．釜塚古墳 22．利l在械自適跡 23．一畳l＝銚子塚古墳  
24．上純子追跡 25．平原遺跡 26．軸‥l古墳 27．築Ill古墳 28三雲南小路遺跡 29．井原鑓珊瑚跡（推定地） 30．三雲・井原追跡抑  
31．新l町過跡 32．一のIll一過跡 33ノJ、難追跡 34．今宿五郎江遺跡 35．飯氏避跡押 36．来週跡耶 37．本追跡榔 38・石崎過跡  
39．深才】二井牟田遺跡 40．水付追跡  

第1図 潤地頭紹遺跡と周辺の遺跡（1／50，000）  
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（2）遺跡の位置と環境   

渦地頭給遺跡はこ呪在、糸島平野のほぼ中央部に位   

置している。この平野は南側にそびえる背振lLl系に   

源をもつ瑞梅寺、宵山、長野の3河川の盲Ill模作用に   

よって徐々に形成されたもので、弥生時代において   

は東に位置する今排湾と西の加布里湾とが内陸部に   

ある遺跡付近まで大きく湾入していたものと思われ   

る。したがって、かつて遺跡は現在の田園風景のl二l二l   

とは大きく異なり海岸近くに立地していたのであろ   

う。また、遺跡のすぐ脇には前記の河川の一つであ   

る宮山川が流れる。この河川は背振山系を構成する   

宵山に源を発するもので、遺跡の東側で北流し、や   

や下流の北束側に至って大きく流れを西に転じ、泉   

川と名称を変えて加布里湾へと注いでいる。これに   

ついても、肯は遺跡のすぐ傍で海へ注いでいたと抑   

測される。したがって、弥生崎代～中l吐の間、この   

地に居住した人々は海岸と河川との接点である立地   

を大いに生かして、海洋と内陸との交通の要衝とし   

て栄えたものと考えられる。水に深い関わりをもつ   

澗という地名からもこの一端を窺い知ることができ   

よう。  

潤地頭給遺跡と同様、加布里湾の旧海岸線に沿っ   

て海浜集落と言うべき遺跡が連なるように分布する   

状況が徐々に、判明しつつある。まず、】］を西方面   

へ向けると、小銅鐸の発見された浦志遺跡群をはじ   

め、素環頭大刀と璽棺墓群が発見された上Il11■向原適   

跡、弥生時代～古墳崎代にいたる集落である北本…J‘   

遺跡群や北新地遺跡群などがあり、目を東に転じる   

と志登遺跡群、湾を挟んで北側には泊遺跡群が存在   

する。これらの遺跡からは楽浪系棉式土器などが出   

土しており、伊都国における交易の窓l＝lとして共に   

重要な役割を担っていたことがわかる。  

また、遺跡周辺を見ると北東の周辺より一段高い   

沖積台地上には国史跡の志萱支石墓群、西側には弥   

生時代～中世の遺構を包含する潤屋敷遺跡、南には   

円形浮文を口緑部に施した畿内系の大型の複合口緑   

壷を出土した潤嘲‖丁追跡が所在する。このことから、  

潤地頭給遺跡を含めた周辺地城は弥生崎代から中111二   

にいたるまで数度のl酢杷期間が想定されるものの、   

人々が休み続けていた頚要地点であったことがわか   

る。  

なお、伊都国の中心域である三雲・井原遺跡肝は   

東南方向に4kmほど那れた場所に所在する。  

2．遺跡の概要   

潤地頭給遺跡の地形は大きく分けて向から北に向   

かってなだらかに下る2本の微高地と、これを隔て  

る2木の香によって構成される。このうち、今l可の  

調査によって最も肉杏が明らかとなったのは中心に   

位置する微高地で、主に弥生時代前期末～後期前半  

の居住域と暮城を含む集落、弥生時代終末期～占‘墳  

時代前期前半の玉作工房肝、古墳時代中期の集落 

奈良時代の井戸や蔵付器等の退構や遣物が検出され   

た。これにより、長期に渡って人々が居住する状況   

が見えるとともに、広大な工房城が展開されること  

から糸島半島の中でも重要な拠点の一つであったこ  

とがわかる。しかしこの一方、調杏前に期待されて   

いた弥生時代早期にあたる志登支石墓榔の関連遺構   

は発見されず、これを営んだ人々の集落の位置につ   

いては今後の課題として残った。  

また、調査区西側（l－W区、IlI－W区）に位置する  

微高地の祈部分からは弥生崎代中期の満、中世の壕、  

劉貫の井戸などが発見されている。したがって、調   

査区外に当たる西側の尾根部分には弥生中期～中世   

までの集落が展開しており、特に中世には家族の居  

館的な役割を持った建物が存在する可能性が示唆さ  

れた。加えて北束側のV区の調査によって、志望支  

石墓肝周辺の地形が明らかとなり、旧不［128年に行  

われた文化庁による調査時に言われていたとおり、   

周りに比べ一段高く見慣らしの良い沖積台地上に営   

まれた状況がより明確となった。  
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もの、②施設はないがれ材■の＝上を見るもの、③こ  3．玉作関連の遺構と遺物  
れらはないが構造が斬似するものとに分かれ、可能  

（1）玉作工房  件の南イ軋があると考えられる。なお、名称について  

l丑工房は訓矧メの■l塊デー障派／1二する微高地上に   は竪穴住居の形式を採っているためこれを用いた0  

広がる。」二房城は北l眼については刑査区外に続いて  以下、2仰の－l二房について見て行きたい0  

いるため窺い知ることはイこ可能であったが、束西ノ〕■  

何については鞍部帽一杯に広が  

っている状況が判lリ］した。検Jl†  

された部分で南北130m、東西  

80m、面積約96001Tf以上の広  

大な面積を－」ィめていた。工房は  

このlメニ城lプ」に33仰が常まれて  

おり、微高地の頂上部分が現況  

で大きく削il三されていたことか  

、
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矧ノ射1二葉川上坑  

ことが想定される。  

工房は聖穴住居の形態をとり、  

平面プランはl隅円方形またはイこ  

’l二El隅日長方形で床耐二柱穴を持  

たず、周匪＝こl廿形の排水を巡ら  

せるものが多い。したがって、  

上屋構造は切妻屋根を背き下ろ  

したいわゆるテント状の簡易的  

なものであったと考えられる。  

しかし、中には6．2mX4．2m  

の比il酎廿規模の大きなものも存  

在し、杵のない構造では不安定  

であると思われるため、作業域  

を広く価保するために、床面の  

杵を恵l司的にl除いたということ  

も考えられる。なお、例外的に  

1Ⅰ区22一片住居のみは4本の主   

柱八をもつ。  

］二房押は退物と施設の検J二川犬  

況によって大きく3つに分けら  

れる。①屋内に作業用の施設を  

持ち、工具願やイニ「何が出土する  

‥
．
ト
‥
‥
い
・
」
U
 
 

l  

‘l．rl川＝＝  

ぺ≡孟灯  

4．000m  

「＝二「     こ＝‾  

5日l  

4．000m 腋伴侶抹両のアミカケ郡分は炭化物  
および焼上が検FLlされた範囲  

て丁‾‾‾‾ 

第2図l－E区10号住居およびIlトE区1号住居実測図（1／150）  
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l－E区10号住居（凶2－】） 平面形態は隅円  

長方形で、周囲に半l升形の捕を巡らせる。規模は約  

6．2mx5．5mで床面には柱穴がなく、斜面上部の  

東側にのみ壁満を有する。屋内の玉作製作に関迦す  

る施設としては西南のIq射こ作業用の土坑が掘削され  

ており（l茎12－1、P．5）、この内側から砥石が1点、周  

辺から2点が出土している。また、床面には2ケ所  

ほど焼土と炭化物の混じった部分があり、炉の可能  

性が考えられ、玉の製作途中で火を加えるための施  

設であったと思われる。石材としては碧玉と水■后！■の  

2種類の木製品や剥片、チップが出土しており、多  

様な玉を製作していた可能性がある。なお、住居の  

中心を貫く溝は重複しているものであり、廃絶後に  

掘削されたものと思われる。  

川－E区1号住居 個2－2） 工房城の南限に位  

置する。平面形態は隅円方形で、規模は工房群中最  

も小さく、約2mx2mの規模をもち、周剛こ円形  

の椚を巡らせる。屋内には全ノ剛こ壁溝を巡らせ、西   

側の斜面下部に向けて排水を行う。屋外の円形澗と   

壁満の間は5本の梢で接続されている。床面には3   

カ所の炭化物の分布する部分があり、火を使用した   

可能性が考えられる。  （江野）  

（2）屋外土坑  

Ⅰ－E、ⅠⅠ区を中心に屋外の作業用土坑または廃棄   

ニヒ坑が催認されている。この中でも、ⅠⅠ区の211弓・   

住居の南憐に位置する20号土坑は、水晶剥片と石   

製工具が一括で確認されている（凶3、P．6）。  

土抗は、長さ57cm、幅55cm、深さ23cmの正方形   

を呈するもので、上層からは、平砥石3個、叩き石   

1個が出土している。平砥石の下層からは、大型壷   

の口緑部片、長胴究の口緑～胴部片などが出土して  

、‾‾‾十－－－－－・＿＿、．  

第3図Il区 水晶作業用土坑実測図（20号土坑）（1／10）  
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①原石②鉄製工具を用いて、方形に近いまで粗割を  

行う③角杵休を作りやすいように、意図的に鉄製工  

具の打面を作り出しておく④角柱体を作り出す⑤角  

柱体の稜を削ぎ満とす（砂目の粗い砥石で研磨して丸  

みを出す⑦両側から鋏経で穿孔する⑧目の細かい砥  

石で研磨して、きれいな丸みと光沢を出して完成と  

いう工柑で、大形のものと細形のものがある。   

一方、水■！冠一製小玉・丸玉・算盤玉については①原  

石②原石の基部と頭部を先に除去して、六角柱を作  

り山す③六角柱の稜を削ぎ満とす④中心から縦割り  

をして半分にする⑤青祓打して丸みを帯びさせる⑤片  

側から鉄経で穿孔する（∋巨lの細かい砥石で研磨して、  

きれいな稜と光沢を出して完成となる。   

蛇紋岩型勾玉は、小ぶりで扁平なものであるが、  

製昂、木製掃が出土しているものの工程まで追える  

資料が出土していない。メノウ、鉄石英に関しても  

資料不足のため、製品までの特定ができないが、他  

地域の三】三作遺跡の事例から、時期的にメノウ製勾玉、  

鉄石英製管玉を製作してい たと考えられる。   

工具（P．9） 碧玉、水晶の玉作に伴う工具には  

砥石、叩き石、鉄製加工異などがあり、住居内や排  

水溝、土坑から出土している。   

砥石には、全面研磨に使用されたと考えられる筋  

砥石と肪のつかない平砥石があり、遺跡全体では  

50点以上にのぼる。筋砥石には、筋の断面がU字  

形のものとV字形のものとがある。平砥石には、大  

型から小型のものまで多種多様であるが、大型のも  

のはl∃の粗い砂岩が利用されることが多く、小型の  

ものは粘板岩が利用される傾向にある。   

鉄製加工具は、打割具である婁状鉄製品と穿孔具  

である維状鉄製品が出ニヒしている。維状鉄製品は細  

いもので長さ1．15cm、幅1mmを測り、断面が四角状  

となる。架状鉄製品は長さ3．5cm、幅1cm、厚さ0．4  

clnの板状鉄製掃で、原石や結晶体の打割に用いられ  

たのであろう。  

おり、弥生時代後期後菓～終末期に比定される。水  

揃は、＿ヒ下層共に多く見られたが、全て剥片のみで、  

製品、未製■！百！■が発見されていない。拙卜状況から、  

住居内で行われた水晶の剃那調整終了後に、屋外土  

坑に廃棄されたものと考えられる。  

また、この他にも、砦玉片が少皐、滑石製の二l三が   

1個J土卜l二している。  

（3）使用石材と工具   

石材と製品（P月、9） 本遺跡から出土した石■桐  

としては碧玉、水臥 メノウ、鉄石英、蛇紋岩があ  

る。J二【二＝1数としては碧玉が最も多く、次いで水晶が  

川土し、メノウ、鉄石英、蛇紋岩についてはごく少  

量である。遺跡全体での出土量は、薯」三で約2kg、  

水品で約560gと玉作追跡にしては少量である。   

一方、出土傾向として、トE区の工房域からは碧  

玉、ⅠⅠ区の工房域からは水晶がそれぞれ多く出土す  

る。このことから、碧玉を使用する工房と水揃を使  

用する工房は立地を異にすることが考えられるが、  

Ⅰ一E区8号住居では碧玉よりも水l早lが目立ってJl1土  

している。仕上げのみなど各生産工程における副次  

的な生産として行われた可能性も考えられる。   

碧玉は九州では原産地が確認されていないが、肉  

眼的な観察では島根県花仙山産の碧玉に酎似してい  

る。また、祭祀土坑や玉作にともなう排水洞からは  

山陰系甑形土器などが見られることから、山陰との  

関係が深いと考えられる。   

水一箱は地元の原石を用いている可能性があり、糸  

島半島では基瑠岩である花崗岩、花樹閃緑岩の中に  

貫入する石英鉱脈中に見られる。水l謁の原産地とし  

て、福岡市西区叶ケ岳、二丈…丁浮一括、志摩ILlT立石山  

などが挙げられるが、いずれも原産地としての確定  

が行われていないため、今後の検討課題である 

本選跡では碧玉製管玉、水晶製小玉・丸玉・算盤  

玉、蛇紋岩製勾玉が製作されていることが明らかに  

なっており、各製作工程が追える資料がある。   

製作技術の概要について述べると、碧玉製管玉は  
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また、」H「の底Irけには砂利を倣し、ており、浄水作   

川があったものと止しわれるJ  

4．準構造船   

（1）刀二戸（凶4、P．】0・11）  

1Ⅰ区東側谷．邪付近でル戸粋が良好に城る   

井ノ：十を倹＝した。削りノソは長さ4】11、Ilり1i   

3．3mの不醗形を呈する。I一区‖）引1ミ居の   

省都にIl′りかって流れ込む排水溝をり」り込ん   

で作られている。ノトノ「は、径60cll】、沫さ   

約21¶を測り、ルい枠は目上によってl人川l；   

へ動いた状態であり、．汁6枚の．、■削小二よっ   

てl■川ラに構成されている。  

ル中神凧からはⅠ盲動′．：■：モ、虹軋甘J凧ノ山じ   

上帯を合む約20胴体の仁器が倹出され、   

口緑．、■郡や胴邦の打ち欠きや小に朱の娘跡を   

残すものが認められることから、ノlニノ「を廃   

棄する際に祭祀が行われていたと考えられ   

る。  

3．500】11  

l【 ヽ ′十－／  √刊  

①ll川．l．地上廿∬片鋸如け5c111   

人の歳ブロック引つと妄フこi∫を   

多く合むl  

（診H黒田色情胃上＝川用川川け【   

のブロックと鉄分を多く含む）  

③汚損緑色拙円仁りナ‾かに川l黒色   

lヰ「Tみ、鉄分を苦く「†む〉  

庄）川目地f■膵l  

（凱l用地†≡．げ亘l  

（掛川脇田．帽＝わず机二洲．胱地相頂   

上と鉄分を合む）  

l「．∴－ －・． 、                              り  
（針．l．撒ほ沌げ‖情よ・‘沌把鼎憤ブロックを合む）  

⑲‖仙川㍑紀州頂上りずかに1l．l、褐色机貿lを／†むI  

（正＝川緑仁州「閂l二lわずかにノ持出色拙F＝二を／†七）  

（軌．冊津川昭l圧拙‘．合ひ  

⑩盲川緑色柚門l二り〕ずかに11潤色枯P‡卜を含む）  

（軌．1瀾色f描汗（わずかに削｛緑色裾当lを合む）  

（軌．1用川沌ほ‖二とi桐せ緑仁川「門卜頼lユr州  

（ほぼl：lけ刊行  
⑮1l．㈹色裾引・．と汚損緑色帖円仁の皿詔≠   

＝まば2：】の‘．抑制  

（⑦汚掴射鮎川l  

（酢蛸氾も惜l二  

．
 

‖
廿
〓
形
成
時
の
 
 

肌
叶
梨
椚
 
 

（軌、l．撒把㈲憤l（lcm人のiJj典緑色WrFけロックを多くr†む〕  

⑳i川岸色情貿l二川．撒他拙『‖・をわずかに合む）  
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第4図Il区 井戸実測図（り20）  

－22－   



（2）準楠造船部材（図5、P．10）   

井戸枠の取り上げ過程の中で、準構造  

船剖朋を瓶用したものであることが明ら  

かになった。＝l二した部材は船底部3枚、  

船尾部1枚、舷側板1枚の計5枚である。   

船底部は最大で、残存長約1．5m、幅  

82c】n、厚さ3．5clnを測り、断面がU字形  

を呈する。両舷には25c】lll≡■馴南のほぞ穴  

が見られ、桜の樹皮と考えられる木栓が  

良好に残る。船の外面のほぞ穴には舷側  

椒を取り付けるための面取り調整がなさ  

れている。船尾部は長さ1．2m、幅65cnl  

（最大）、厚さ4．5cl¶を測り、巾舷にほ  

ぞ穴が見られ、椚を切って倣をはめ込む  

仕口が施されており、船尾部分と考えら  

れる。舷側板は長さ1．5m、幅23cm、厚  

さ2．5cnlで、ほぞ穴が見られるが、船底部、  

船尾部のほぞ穴とはl粗隔が合わず、2笠  

以上の船を解体して、井戸枠に転用して   

いる。  

福住lさよ子氏（奈良県立似駄々山一学研光所）  

による樹種鑑定の結果、船底部、舷側板  

についてはスギ材、船尾部についてはク   

スノキ材を使用している。   

船の湾曲やIl剛こ対する長さの比率から  

全長6m前後を想定しており、船尾部の  

仕口から、福岡市吉武高木遺跡肝から出  

土している木製模造船と同じく、船首と  

船尾を作り分けた形の船であったと考え   

られる。   

時期については船が使用され、転用、  

廃棄されるまでの期間を考慮し、弥生時  

代後期複葉～終末期と考えたい。この時  

期は玉作の時期とも兎なり、玉の原材料  

や製品などの搬入、搬出に使用されたの  

であろうか。  （江嶋）  
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それぞれの2枚については同一個体である。  

第5国 準構造船部材実測図（1／20）  
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5．祭扉巳土坑  潰れた状況で出土しており、時期を知る錮な手掛  

かりとなっている。  

（1）遺 橘  

祭祀土坑は大きく弥生崎代中期後半と後期後半か   （2）出土遣物  

ら古墳時代前期前半の時期に作られている。このう  龍と思われる綿刻を施した壷（Ⅰ－El大10号祭祀⊥仇  

ち、前者は蜜柑墓相に伴う祭祀坑と考えられ、後者  rl＝二。図6、P．」3） 頸部から胴下半部にかけておよ  

は玉作工房膵の時期とほぼ合致する。以下後者の卜  そ1／3が現存した状態で川上した。まず、l淵の朋  

坑の内、二進を袖山してみたい。  牽割こついては線刻を糾いている肩部はナデ消し、頸  

l－E区 20号祭祀土坑（凶7－】） 平面は不正  部の突帯に近い部分では横方向のナデ消しを行って  

形で、底部は山状を呈する。土坑内からは弥生l甘代  いる。また、胴部巾何の突描から下と頚部の上半部  

終末期の土器が多く出土しており、目を引くのは‥l   についてはハケ日をナデ消しているものの粗く、ハ  

陰系の甑形土器（P．13）と内向に朱が付着し、外面  ケ日が部分的に伐る。内面はハケを行った後、粗い  

に煤の痕跡が見られる二卜器である。このうち、甑形  ナデを施している。全体的にみて、線刻を行ってい  

土器は高さ約30cmと横方向の把手が一ケ所現存する。  る部分以外の調整は粗い印象を受ける。なお、遺構  

作りは粗雛で内面はタテハケ・外面はヨコハケを地  内に同一個体の土器片が出土していないことから、  

し、器壁は1cm～0．7cm前後で分厚い。なお、甑形土  祭祀に伴って上坑外で破砕されたものを坑内に廃棄  

器は他に土坑や滞、ピットからも数点出⊥している  した可能粧が示唆される。時期については弥生時代  

ものの完形になるものはなく、使用方法については  後期後半～終末期に属すると思われる。つづいて維  

疑問が排く。また、調査区全域からは数多くの山陰  別についてみていく。線刻は肩部の貼付実満と胴部  

系の土器類が出土しており、本遺跡と山陰地域との  中位の二重突滞の間に抑かれている。大きく鮒歯、  

紫がりの漉さが示唆される。  斜格子、弧と浮文によって構成されており、左側に  

l－E区16号祭祀土坑（凶7－2、P．】3） 平面  頭部、右側に胴部を配置する。頭部には円形の浮文  

・．十∴‡十∴   
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6．弥生時代の集落  

弥生時代の集落は前期末から後期前半まで営まれ、  

中期後半に盛期がある。居住域は大帝を南限とし、  

微高地の南から北東方向に向かって広がる（P．2、3）。  

住居については竪穴住居が検出されなかったため、  

掴立柱や壁立であったと考えられる。土器以外の主  

な出土遺物としては石錘や土鍵等の漁横具、石庖丁  

等の農具、工具、石剣や投弾等の武器類が出土して  

おり、生業形態を窺うと共に社会背景を知る上での  

貴重な資料となった。   

‖－E区 大溝（図8、P．12） 大浦は微高地を東  

西に断ち切り、約50mの長さに渡っている。幅と深  

さは残りのよい部分で約4mXl．5mで断面は逆台形  

を呈する。中から大量の土器が出土しており、大き  

く3時期に分けて投棄した様子が闇察できた。しかし、  

それぞれの層の土器を比較したところほとんど時期  

差が見られないことから比戟的短期間に埋まったこ  

とが想定される。なお、大洞未喘の微商地の落ち込  

み部分では祭祀が行われており、底部に焼成後の穿  

孔を行った土器などがまとまって出土している。  

（江野）  

5．500m  

4．100m  

第7図l－E区 20号および16考察祀土坑実測図（1／40）  

鋸歯文で鰭（藍？）を、胴体には斜格子文で鱗を表  

現している。頭と胴の間のEの部分には浮文状のも  

のが剥落した痕跡が残っており、Fの位置で緑を止  

めている。これらからE～Fのラインで一度絵が終  

わり、かつては浮文等で尾の先端を表現していた可  

能性が考えられる。したがって、頭部には左側から  

胴体が接続していたと想定され、描かれている龍が  

一頭の場合は肩部を反時計回りに巡り、二頭の場合  

は対角線上に顔が配置されていたものと思われる。  

なお、A、B、Cは先の丸い工具で描かれており、  

繰が柔らかく浅く、他は先の鋭い竹箆か刀子状の工  

具を使用している。  

⑳明灰褐色粘質土（⑬よりやや嘲   

桝l．褐色粘貫土（別遺榊による撹乱）  

J‾lモ空軍空苧聖警手（大きな石を含む）  

①州都作土  
◎矧耕作土（①よりやや明）  

③旧水田耕作土  
◎旧水田床土  
⑤旧7k田床土仕器包含屑）  

◎灰褐色粘質土（鉄分を多く含む）  

⑦情灰褐色粘質土  

l相育成色粘質土  
■ 巾 け瀾青灰褐色粘質土  
佃L■噸背灰褐色粘質土   

⑳弥生土楷周 一 土器廃棄層 く中層土揃椰＞   

⑳囁育成色柄質土   
⑳情肯灰色粘質土（⑳よりやや憤）   

⑳晴育成色粘質土  

：さ冊≡褐色粘質土  

：叫■小生土器眉  

1■情生土器層  

土器廃棄層 く上層土器椰＞  

⑳順青灰色粘質土  
⑳弥生土器層  
⑳憤青灰色粘貿土  

⑳l欄色粘質土地仙が流入したもの）  

⑬l阿灰拘色粘貿土  

⑬明灰褐色粘質土（土器片を含む）  

土器廃棄層 く下層土僻椰＞  

第8図Ill－E区 大溝a区土層断面図（1／40）   
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3、5、8け住居は北1lモにカマドをもつ作目で、そ   

のIllでも、8け住居は炭化した尻根刃が休両で椎認   

された＝】6け住居では6mX4＋αnlと仙の什小：・より   

一l・・lり人きいが、住居囚には照附し一に排水溝を巡ら   

し、外の排水溝と辿結する。理寸．から金槌、鉄片、   

砥イ「′こ1‡カi検＝され、蝦流炉は発見できなかったが、   

鍛冶1二房であった可能・性があるしJ  

一月■、4け作目はしナのベッド状遺仙をもつ特殊   

な址物で、ベッドから分銅製剣装11が＝上している。  

7．古椚日寺代の集落   

（1）竪穴住居 個柑、P．12）   

3～6、8け堅穴住居はl】lメ北側に位Ii壬＝ノ、5ll川己   

木～臥世紀誹＝1の時期である。これらの什ノ．・トは、巨IIJ   

形に巡る椚によってlメニリ」られており、子羊．■邪にl■′りかっ   

て仙＝判されていることから、排水を」任ねていたので   

あろう。城りの山いものは1遥ノ■川ラブランで、1這方形   

の肘り方のIllに1毀のテラスとノ■J■形の削り力■をもち、   

匹＝≠穴の構造である。  

第9図Il区 古墳時代の竪穴住居遺構配置図（り200）  
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（2）金鋼製剣装具（図10、P．12）   

4「川三居のベッド状遺構から皿十した金銅製剣装   

具である。長さ3．6cm（域存）、怖4．3clれ（残存）、   

厚さ1．2clm（稜部分）を測る。毛彫りによって割イ、」   

線を施し、割付線の上側には六角文と小ノくf句文を組   

み合わせた文様を施し、下側には銅歯文（鮒歯の中   

に斜線）を施す。上側の文様は、稜から左右に毛彫   

りしており、輔部へ行くにつれて、六角形が朋れて   

いる。ノて杓文の配置から、亀甲文を意識しているの   

であろうか。A面、B面ともに同文様が施され、鍍   

金するが、B両は風化が著しい。断面形状から、剣   

装貝を想定している。  
（江l】l削  

299号室棺萱（図1ト6～」2、P．14） 上敦（11）   

は器高80．9cln、Fl緑部律63．1cm、底部径11，7cln、   

胴部最大律57．6cmである。胴部にやや丸みを帯び、   

低い三角の1条突滞を巡らせる。下窺（】2）は器高   

86．5cm、Fl緑部径64．2cm、底部律11．5cm、胴部最   

大径69．Oclnである。口緑部は両便し、胴部にやや   

丸みをもち、低く稜のあまい三角の2条突輯を巡ら   

せる。この上下相はいずれも内外面に黒壁を施して   

いると思われるが、下相については風化による剥蒋  
l）  

が激しい。噂澗はIIb期にあたる。つづいて副葬l玩■l   

である鋼釧は上袈のlコ緑部のすぐFから出土してお   

り、土圧によって折れて散乱した状態であった。断   

面形態や径などを元に、接合を行った結果、5本以   

上である可能性がでた。それぞれの個体について述   

べると、6は画径6．5cl11、断面はやや扁ilZな長方形   

で2．51nlnX3】11111である。4片に分かれており、aの部   

分で2片のみが接点をもつ。このうち、aとbは断面   

形態および色調等類似しているため同一個体である   

可能性が高いがcについては表面の風化が激しく、   

断定はできなかった。7はもっとも残存状態の良好   

な嗣釧である。直径6．7cnl、断面形と太さは6と同   

様である。4片に分かれており、完形とはならず途  

中が1箇所抜ける。8は直径6．2cm、断面形と太さは   

6と同様である。7片に分かれておりa、b、dはそ   

れぞれ2片が接点を持つ。断面形態と色調からa、b、   

cは同一個体の可能性が高い。9は直径6．05cm、断  

面形態は半円形を呈するいわゆる蒲鉾形で、3川】IlX  

3日11nの太さである。残存状況が悪く、6片に分かれ、   

a、b、Cの径は同一であるが接点をもたず、bにつ   

いては色調が他のものとやや異なるため、同一個体   

と断定するに至らなかった。10は直径6．9cm、断面   

形と太さは9と同様である。7片に分かれており、a   

では3片が接点をもつ。色調や断面形態から、bとc、   

dとeは同一個体の可能性があると考えられる。  

195号聾帽茎（図11－2～5・13、P．14） 袈相は単  

相で器同80．9cm、口緑部径55．3cm、底部径9．9cm、   

胴部最大径57．6clnである。口緑部は外傾し、胴部  

く＝＞・ ？．rJ・．m  

第10図Il区 4号住居出土金網製剣装具実測図（2／3）  

8．弥生時代の墓  

（1）鷲相墓   

蜜柑墓域は微高地上の北西部分に広がる。基域の   

北端は調査区外に続くため榔認できなかったが、南   

北約100m、束西約30mの和国が検出され、東側   

には居住城との境界を示す満が南北方向に掘削され   

ている可能性がある（P．2）。蔑相墓は小児、成人合  

わせて360基が検出されている。護相からの廿．士道  

物は少なく、円環形鋼釧を副葬しているものが1基、   

石則の切先部分の遮存するものが2基であった。以下、   

これら3基について見て行きたい。  

なお、葛城の営まれた時期は弥生時代前期末頃か   

ら後期の前葉頃までと考えられる。  

－27－   
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第11図 トE区 霊帽および空相重出士道物実測図（1／3、1／2、1／12）  
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われる。また、基坑周匪の地形を見ると一段高くな  

っており、盛土や周満などは観察されなかったもの  

の墳丘などのl去1掛が存在した可能性がある。l判別に  

ついては不明であり、今後の課題である。   

銅鏡 煽蟻座紐「位至三公」銘ハ弧内行花文鏡（図  

12、P．15） 8つの破片に分かれて汁l土した。復元  

径は10．2clllで舶郡がやや反る。銘文は「車」の一  

字のみが残っており、仙の文字は州土していないが、  

かつては「位」「三」「公」があったと推測される。   

ヒスイ製勾玉（P．15） 批乱坑内の南東部から出  

土した。小型で1．5cnlXO．9cnl、厚さは4nlmで、丁寧  

には低い三角の実相を2条巡らせる。崎期はIlb期  

にあたる。柑内からはtl■剣の耶l己が3本分出土した。  

このうち、2と3は同一個体であり接合するが、分  

離した状況で発見された。したがって、被非者の体  

内において折損した可能性がある。  

14号室帽茎（図11一卜14） 単相で器高90．5cml、  

□縁部径67．5cm、底部径13．8cln、胴部最大径68．5  

cmであり、低い三角の突帯を1条巡らせる。全体に  

ナデを行うが、底部付近にハケ臼が残る。時期はⅠI  

b期にあたる。相内からは石剣の切北が1ノ甜」二†土した。  

刃の先端と両側が欠損し、剥離痕も見られる。  

（江野）  な作りである。  
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（2）続出土土坑   

鏡の出土状況（凶13、P．15）Ⅰ一E区の西側、  

谷への傾斜部分の近くに位置する。墓坑は約2．2m  

Xl．4mの大きな撹乱を受けており、副葬品である  

銃やヒスイ製の勾三l三は撹乱坑内に散乱した状況であ  

った。   

わずかに掛乱を免れた北東部分の隅を観察すると、  

柑の内外に朱を撒いた痕跡が見られた。この部分を  

起点としてかつての墓坑の姿を想定するとl旧約1m、  

長さ3m以上で底面は船底形を呈していたものと思  
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第12図 トE区 煽娼座紐「位至三公」銘  
ハ弧内行花文鏡実測図（2／3）  

B  ・い  
⑦lけ†灰也flL砂川拙火色鞘Ⅵ＝が少眉混人 ■  

⑥ll帯灰色拙抄と…†灰色机門卜の混∩上  

⑨昭快色別砂川■り火色柚門卜がi侵入〉  

⑲ll帯灰色炒（l■i灰色晰昆人I  

⑪㈹快色鮎円仁吊IlrlJl働い）  

⑫州灰色flL砂州  

Jt．（〕00m  

第13図 トE区 鏡出土状況実測図（1／6、1／40）   
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9．古墳時代の墓  

（1）木蓋土坑墓（P．16）  

ⅠⅠ区北端に位置し、2其の土坑墓が検出された。   

1号木蓋土坑垂（図15－1） 長さ約1．7m、偏約   

68cm、深さ約30cmを測り、人骨が良好に残存して   

いる。副葬品は、鉄嫉約20本が人骨の頭部に落ち   

込むように検出された（図14）。また、脚部付近に   

も高杯片が見られることから、木蓋が存在したと考   

えられ、鉄嫉は頭部付近に相外副葬されていたので   

あろう。  

人骨は身長160cm前後で40歳前後の熟年男性で   

あった。  

鉄嫉は、柳葉形で矢柄まで良好に残っているもの   

もあるが、形式より古墳時代前期と考えられる。   

2号木蓋土坑墓（第15図一2） 長さ約1．25m、幅  

約79cm、深さ約15cmを測り、副葬品は無いが、人   

骨がかろうじて残存していた。奥歯が永久歯に生え   

変わっていたことから7歳前後の小児骨で、性別に   

ついては不明である。  

古墳時代前期の人骨で、良好に残っている例は少   

なく、副葬品も比頼的良好に残存していたため、人   

骨を含めた遺構の切り取り作業を行った。このよう   

な保存は、九州でも稀であり、注目される。  

3．500m  
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①ll酎刷陽色粧門斗（∠■モ褐色のブロックを含む。卜冊が多く脱人）  
（D茶褐色粘買上（明朗褐色のブロックを含む〉  
③暗茶褐色粘門l二  
④i了川7茶褐色桝田卜  
（9黒茶色鮎質仁（明茶色のブロックが混じる）  
（砂川≠茶色鮎田上（l二l茶色のブロックが址‖ニる）  
⑦ll舶‡削也糾問卜（朋朗色の仙Illブロックを多く合む）  
（軌出国色粘質卜 川川色の地＝ブロックを多く含む）  
⑨汚刊l茶掲出机質卜 川條也のブロックを多く含む）  
⑩緑色ブロック＋班褐色ブロック  
句）肌茶色粘質l二  
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第14図Il区鉄鋳出土状況実測図（1／5）  第15図Il区1号および2号木蓋土坑茎人骨出土状況実測図（1／20）  
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（2）人付の取り 卜げ  

人什の取り 卜げ作業の概要について以卜に説川Jす  
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（∋裏返し、長からJ11■岬にウレタン樹順をl舞去する  
②合板で挟み、仮仙風した後、捕らした紙タオ   
ル、アルミホイルで衣】「lrを根攫する。  

③発泡ウレタンを流し込む。  

⑧バインダー17を堅付して、什l二げる。   

④板を遺刷のドに打ち込み、神輿状にしたの   
ち、運び＝す。や二囚で裏返しにする。  
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10．おわりに   くの玉作避跡と比べると少ないが、これは碧玉  

のほとんどが花仙l甘塵であり、原石を搬入して  

玉作が行なわれるという特徴を反映したものと  

考えられる。  

③  鉄製工具の使用や工房を円形に取り囲む排水  

満などは、平所追跡（島根県松江市）や林・藤  

島遺跡（柄井県福井市）などに見られるが、水  

占引こついては、平所遺跡と共通する技法が見ら  

れること、lU陰系土器の出土、碧玉の原産地で  

あること等から、特に山陰地方との払い結びつ  
Il）  

きが想定される。  

④  渦地頭給遭跡と山陰地方における花仙山産碧  

玉、水鼠の玉作の開始とはほぼ併行する。   

これらの特徴は原石や土器だけでなく玉作技術の  

総体が交流していると考えられ、それは「伊都国」   

の政治的意図が大きく反l映したものと考えられる。  

今回の調査によって「伊都国」の繁栄を支えた経済  

基盤の一部を窺い知ることができると同時に「伊都国」  

の従来象に新たな側面を付け加えることになった。  

（江崎）  

以上、過跡の内容を概括的に見てきたが、ここで   

特徴を簡単に述べたい。  

本道跡は弥生時代中期～中但二にかけての複合遺跡   

であるが、やはり注目されるのは玉作遺跡であろう。  

九州において碧玉を出土した遺跡は弥生時代後期   

後半以降を挙げると、福岡市博多区博多避跡群第   

17次調査（弥生時代後期後半）、甘木市平塚川添逝   

跡（弥生時代後期後半）、桐同市早良区西新…1■遺跡   

第12次調査（弥生時代終末～古▲墳時代初頭）など   

があり、碧玉の原石および管玉木製品が出土してい   

る。この中で、博多遺跡群第17次調査では竪穴住   

居の床面や土坑から、碧玉剥片が出土し、平塚川添   

遺跡では住居および沸から碧玉製管玉の製品や木製   

l冒lが出土している。これらの調査では残念ながら原   

石から製屈までの製作工程を追える資料は出土して   

いないが、小規模ながらも砦玉の玉作が行われてい   

る。また、西新11け遺跡では河原や海辺から採取した   

凝灰質泥岩を使用し、研磨を非常に多用した勾玉製   

作を行っているほか、ガラス製勾玉や丸玉、小玉の   

鋳型が出土している。  

水晶では福岡市来区三苫水滴遺跡や前原市三雲サ   

キゾノ遺跡があり、特に三苫永浦遺跡の7号竪穴住   

居の壁際ニヒ坑からは多数の水晶の剥片が検出されて   

おり、注目される。ここでは一般的な竪穴住居で製   

作されており、他の住居でも、非常に少量の出土で   

はあるが、水晶の玉作が行われていた可能性が高い。  

一方、本遺跡では、本格的な玉作が行われており、   

特徴として、以下の4点が挙げられる。  

（p 工房は9600rげ以上の広大な面積に多数存在し、  

この時期に見られるような一般的な竪穴住居に  

ない独特の形態である。加えて碧玉や水晶製玉  

類の製作過程を追える資料の出土、それに伴う  

鉄製工具の出土などから鑑みて、専門的な玉作  

集団と考えられる。   

②  碧玉の出土総数は、山陰や北陸など原産地近  

i注）  

t）楠l‾＝遊山1979「碧巨附の編年的研究」 りL州縦某＝ヨ動巾  

道牒‖系晰能文化1胴．可奈報告書XXXl』福l可児教育委員会  

Ii）堀部節3遺跡（島根県鹿励‖l■」■）では弥生崎代終末期の三l‡作  

過跡が発見され、弥生Il糾じ後期l＝い薬の北部九州の複合lTl緑衰■】盲  

が山二l二している。同IllTの稗口‡l遺跡では古墳時代初淵の舶材が  

山二l二し、周辺の遺跡では鉄湘が卦酎こ存在することから、弥生  

崎代後期～古墳l時代㈲用酎こかけての鉄素材と碧玉製1一再■lのlヨ本  

而ルートの交易を想定しており、注l］される。  
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